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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基材と、基材上に形成された凸部を有するハードコート膜を含むハードコート膜付基材
であって、
　該ハードコート膜が、（ｉ）界面活性剤で処理された金属酸化物微粒子（Ａ）と、（ｉ
ｉ）疎水性マトリックス成分とからなり、前記界面活性剤で処理された金属酸化物微粒子
（Ａ）の平均粒子径（ＤA）が３０～１５０ｎｍの範囲にあり、かつ、ハードコート膜上
部に前記界面活性剤で処理された金属酸化物微粒子（Ａ）が偏在して、凸部を形成し、該
凸部の高さ（Ｈ凸）が１０～２００ｎｍの範囲にあって、
　前記界面活性剤で処理された金属酸化物微粒子（Ａ）中の界面活性剤処理量が、該微粒
子（Ａ）に対して２～３０重量％の範囲にあり、前記ハードコート膜中の前記界面活性剤
で処理された金属酸化物微粒子（Ａ）の含有量が０．０１～２０重量％の範囲にあること
を特徴とするハードコート膜付基材。
【請求項２】
　前記界面活性剤が、陽イオン性界面活性剤、陰イオン性界面活性剤、非イオン性界面活
性剤から選ばれる少なくとも１種であることを特徴とする請求項１に記載のハードコート
膜付基材。
【請求項３】
　前記界面活性剤が、エチレンオキサイド変性骨格を有する界面活性剤であることを特徴
とする請求項２に記載のハードコート膜付基材。
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【請求項４】
　前記ハードコート膜中の前記疎水性マトリックス成分の含有量が、８０～９９．９９重
量％の範囲にあることを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載のハードコート膜
付基材。
【請求項５】
　前記界面活性剤で処理された金属酸化物微粒子（Ａ）が、シリカ、アルミナ、ジルコニ
ア、酸化チタン、五酸化アンチモン、ボリア、アンチモンドープ酸化錫、リンドープ酸化
錫、スズドープ酸化インジウムからなる群から選ばれる少なくとも1種の金属酸化物、な
いし２種以上の複合酸化物からなることを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載
のハードコート膜付基材。
【請求項６】
　前記疎水性マトリックス成分が、ペンタエリスリトールトリアクリレート、ペンタエリ
スリトールテトラアクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、ジ
トリメチロールプロパンテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサア
クリレート、メチルメタクリレート、エチルメタクリレート、ブチルメタクリレート、イ
ソブチルメタクリレート、２－エチルヘキシルメタクリレート、イソデシルメタクリレー
ト、n-ラウリルアクリレート、ｎ－ステアリルアクリレート、１，６－ヘキサンジオール
ジメタクリレート、パーフルオロオクチルエチルメタクリレート、トリフロロエチルメタ
クリレート、ウレタンアクリレートから選ばれる１種以上であることを特徴とする請求項
１～５のいずれか１項に記載のハードコート膜付基材。
【請求項７】
　さらに、平均粒子径が５～３００ｎｍの範囲にある疎水性金属酸化物微粒子（Ｂ）を含
むことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項にハードコート膜付基材。
【請求項８】
　前記疎水性金属酸化物微粒子（Ｂ）が、シリカ、アルミナ、ジルコニア、酸化チタン、
五酸化アンチモン、ボリア、アンチモンドープ酸化錫、リンドープ酸化錫、スズドープ酸
化インジウムおよびこれらの複合酸化物、混合物からなる金属酸化物微粒子を、
下記式（１）で表される有機珪素化合物で表面処理したものであることを特徴とする請求
項７に記載のハードコート膜付基材。
Ｒn－ＳｉＸ4-n （１）
（但し、式中、Ｒは炭素数１～１０の非置換または置換炭化水素基であって、互いに同一
であっても異なっていてもよい。Ｘ：炭素数１～４のアルコキシ基、水酸基、ハロゲン、
水素、ｎ：１～３の整数）
【請求項９】
　前記ハードコート膜中の前記疎水性金属酸化物微粒子（Ｂ）の含有量が、固形分として
１～８０重量％の範囲にあることを特徴とする請求項７または８に記載のハードコート膜
付基材。
【請求項１０】
　前記ハードコート膜の膜厚が、０．５～２０μｍの範囲にあることを特徴とする請求項
１～９のいずれか１項に記載のハードコート膜付基材。
【請求項１１】
　（ｉ）界面活性剤で処理された金属酸化物微粒子（Ａ）と、（ｉｉ）疎水性マトリック
ス形成成分と有機分散媒を含むハードコート膜形成用塗布液であって、
　前記界面活性剤で処理された金属酸化物微粒子（Ａ）の平均粒子径（ＤA）が３０～１
５０ｎｍの範囲にあって、
　前記界面活性剤で処理された金属酸化物微粒子（Ａ）中の界面活性剤処理量が、該微粒
子（Ａ）に対して２～３０重量％の範囲にあり、前記塗布液中の前記金属酸化物微粒子（
Ａ）濃度が、固形分換算で０．０００１～１２重量％の範囲にあることを特徴とするハー
ドコート膜形成用塗布液。
【請求項１２】
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　前記界面活性剤が、陽イオン性界面活性剤、陰イオン性界面活性剤、非イオン性界面活
性剤から選ばれる少なくとも１種であることを特徴とする請求項１１に記載のハードコー
ト膜形成用塗布液。
【請求項１３】
　前記界面活性剤が、エチレンオキサイド変性骨格を有する界面活性剤であることを特徴
とする請求項１２に記載のハードコート膜形成用塗布液。
【請求項１４】
　前記ハードコート膜形成用塗布液中の前記疎水性マトリックス形成成分の濃度が、０．
８～６０重量％の範囲にあることを特徴とする請求項１１～１３のいずれか１項に記載の
ハードコート膜形成用塗布液。
【請求項１５】
　前記界面活性剤で処理された金属酸化物微粒子（Ａ）が、 シリカ、アルミナ、ジルコ
ニア、酸化チタン、五酸化アンチモン、ボリア、アンチモンドープ酸化錫、リンドープ酸
化錫、スズドープ酸化インジウムからなる群から選ばれる少なくとも1種の金属酸化物、
ないし２種以上の複合酸化物からなることを特徴とする請求項１１～１４のいずれか１項
に記載のハードコート膜形成用塗布液。
【請求項１６】
　前記疎水性マトリックス形成成分が、ペンタエリスリトールトリアクリレート、ペンタ
エリスリトールテトラアクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート
、ジトリメチロールプロパンテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキ
サアクリレート、メチルメタクリレート、エチルメタクリレート、ブチルメタクリレート
、イソブチルメタクリレート、２－エチルヘキシルメタクリレート、イソデシルメタクリ
レート、n-ラウリルアクリレート、ｎ－ステアリルアクリレート、１，６－ヘキサンジオ
ールジメタクリレート、パーフルオロオクチルエチルメタクリレート、トリフロロエチル
メタクリレート、ウレタンアクリレートから選ばれる１種以上であることを特徴とする請
求項１１～１５のいずれか１項に記載のハードコート膜形成用塗布液。
【請求項１７】
　さらに、平均粒子径が５～３００ｎｍの範囲にある疎水性金属酸化物微粒子（Ｂ）を含
むことを特徴とする請求項１１～１６のいずれか１項に記載のハードコート膜形成用塗布
液。
【請求項１８】
　前記疎水性金属酸化物微粒子（Ｂ）が、シリカ、アルミナ、ジルコニア、酸化チタン、
五酸化アンチモン、ボリア、アンチモンドープ酸化錫、リンドープ酸化錫、スズドープ酸
化インジウムからなる群から選ばれる少なくとも1種の金属酸化物、ないし２種以上の複
合酸化物からなる金属酸化物粒子を、
下記式（１）で表される有機珪素化合物で表面処理したものであることを特徴とする請求
項１７に記載のハードコート膜形成用塗布液。
Ｒn－ＳｉＸ4-n （１）
（但し、式中、Ｒは炭素数１～１０の非置換または置換炭化水素基であって、互いに同一
であっても異なっていてもよい。Ｘ：炭素数１～４のアルコキシ基、水酸基、ハロゲン、
水素、ｎ：１～３の整数）
【請求項１９】
　前記ハードコート膜形成用塗布液中の前記疎水性金属酸化物微粒子（Ｂ）の濃度が、固
形分として０．０１～４８重量％の範囲にあることを特徴とする請求項１７または１８に
記載のハードコート膜形成用塗布液。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、膜表面に凸部を有するために、耐擦傷性、ハードコート性に優れるとともに
、透明性、アンチブロッキング性（ハードコート膜が互いに密着することのない）に優れ
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、基材が互いに密着することもなく、巻き取りなどの処理が容易なハードコート膜付基材
および該ハードコート膜の形成に用いる塗布液に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ガラス、プラスチックシート、プラスチックレンズ、樹脂フィルム、表示装置前面板等
の基材表面の耐擦傷性を向上させるため、基材表面にハードコート膜を形成することが知
られており、このようなハードコート膜として有機樹脂膜あるいは無機膜をガラスやプラ
スチック等の表面に形成することが行われている。さらに、有機樹脂膜あるいは無機膜中
に樹脂粒子あるいはシリカ等の無機粒子を配合してさらに耐擦傷性を向上させることが行
われている。また、ハードコート膜付の樹脂基材を表示装置前面板等に貼り付けて使用さ
れる場合がある。
【０００３】
　しかしながら、従来のハードコート膜付基材は、たとえば基材がフィルムの場合、製造
時に透明被膜付基材を巻き取りする場合、あるいは製造後、透明被膜付基材を積層した場
合、透明被膜付基材が互いに密着し、その後の加工時、使用時に剥離が困難になる問題や
膜外観に不良を発生させる問題があった。
【０００４】
　なお、ハードコート膜に、防眩性を付与するために、凹凸を設けることは、特許文献１
（特開2007-76055号公報）、特許文献２（特開2009-169409号公報）、特許文献３（特開2
008-163205号公報）などに提案されているが、これらは、防眩性について着目したもので
あり、透明被膜付基材の密着を抑制するという本発明の目的は何ら認識されていないし、
透明性が阻害される場合があった。
【０００５】
　また、特許文献４（特開2009-35614号公報）には、反応性無機微粒子Ａと有機シリコー
ン微粒子Ｂとを含むハードコート層用硬化性樹脂組成物が開示されている。この特許文献
４は、鏡面同士の密着を防止するために、バインダー成分への分散性、結合性に優れた表
面を有機成分で被覆した反応性無機微粒子Aと、該反応性無機微粒子Aと分離する傾向があ
る有機基を含有する有機シリコーン微粒子Bとを混合使用し、反応性無機微粒子Aの体積排
除効果などにより有機シリコーン微粒子Bをハードコート層の表面に分布させ、表面に凹
凸を形成させることが開示されている。
【０００６】
　本発明者らは、ハードコート膜形成用塗布液に特定範囲の球状係数を有する金属酸化物
粒子を疎水性有機樹脂に分散させて用いると、金属酸化物粒子がハードコート膜表面に凸
部を形成して存在し、前記密着性が低下してアンチブロッキング性が得られることを開示
している。（特許文献５：特開２０１１－６８０８７号公報）
【０００７】
　また、本発明者らは、疎水性を有する有機樹脂マトリックス成分に、マトリックス成分
と相溶性がなく、屈折率が調整された親水性を有する金属酸化物微粒子を含ませることに
よって、ハードコート膜表面に特定の高さの凸部を形成することができ、粒子の視認性が
無く、アンチブロッキング性が向上することを開示している。（特許文献６：特開２０１
１－１３６４９０号公報）
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開2007-76055号公報
【特許文献２】特開2009-169409号公報
【特許文献３】特開2008-163205号公報
【特許文献４】特開2009-35614号公報
【特許文献５】特開2011-68087号公報
【特許文献６】特開2011-136490号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、従来、透明被膜付基材の密着を抑制するという本発明の目的は何ら認識
されていない。また、剥離性を持たせるために新たに被膜を形成すると、透明性が阻害さ
れる場合があった。
【００１０】
　そこで、本発明者らは、ハードコート膜に凸部を設けて、密着性を抑制することを考え
た。なお従来、被膜表面に凹凸を設けることは、多く提案されていたものの、単に凹凸を
設けるだけでは、被膜付基材の密着を抑制しアンチブロック性を高めることは困難であり
、また本来ハードコート膜に付与すべき特性が損なわれるという問題点もあった。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　このような状況のもと、本発明者らは、上記問題を解決すべく鋭意検討した結果、ハー
ドコート膜の特性を損なわないように、表面の一部に特定の凸部を設けることで、上記問
題点を解決できると考えた。そして、界面活性剤で処理された金属酸化物微粒子を疎水性
マトリックス形成成分に分散させて用いると、界面活性剤で処理された金属酸化物微粒子
は疎水性マトリックス形成成分に凝集することなく分散し、ハードコート膜を形成した場
合、金属酸化物微粒子が凝集することなくハードコート膜表面に偏在して凸部を形成でき
ことを見出して本発明を完成するに至った。
【００１２】
　本発明にかかるハードコート膜付基材は、
　基材と、基材上に形成された凸部を有するハードコート膜とからなり、
　該ハードコート膜が(i)界面活性剤で処理された金属酸化物微粒子(A)と、(ii)疎水性マ
トリックス成分とからなり、金属酸化物微粒子(A) の平均粒子径（ＤA）が３０～１５０
ｎｍの範囲にあり、かつ、ハードコート膜上部に金属酸化物微粒子(A)が偏在して、凸部
を形成し、該凸部の高さ（Ｈ凸）が１０～２００ｎｍの範囲にあることを特徴としている
。
【００１３】
　前記界面活性剤が、陽イオン性界面活性剤、陰イオン性界面活性剤、非イオン性界面活
性剤から選ばれる少なくとも１種であることが好ましく、特にエチレンオキサイド変性骨
格を有する界面活性剤であることが好ましい。また、(i)界面活性剤で処理された金属酸
化物微粒子(A)中の界面活性剤処理量が、該微粒子（A）に対して２～３０重量％の範囲に
あることが好ましい。
【００１４】
　ハードコート膜中の(i)前記界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A)の含有量は、０．０１
～２０重量％の範囲にあり、(ii)疎水性マトリックス成分の含有量は８０～９９．９９重
量％の範囲にあることが好ましい。
　前記金属酸化物粒子(A)は、シリカ、アルミナ、ジルコニア、酸化チタン、五酸化アン
チモン、ボリア、アンチモンドープ酸化錫、リンドープ酸化錫、スズドープ酸化インジウ
ムからなる群から選ばれる少なくとも1種の金属酸化物、ないし２種以上の複合酸化物か
らなることが好ましい。また、疎水性マトリックス成分は、ペンタエリスリトールトリア
クリレート、ペンタエリスリトールテトラアクリレート、トリメチロールプロパントリ（
メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラアクリレート、ジトリメチロールプロ
パンテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、メチル
メタクリレート、エチルメタクリレート、ブチルメタクリレート、イソブチルメタクリレ
ート、２－エチルヘキシルメタクリレート、イソデシルメタクリレート、n-ラウリルアク
リレート、ｎ－ステアリルアクリレート、１，６－ヘキサンジオールジメタクリレート、
パーフルオロオクチルエチルメタクリレート、トリフロロエチルメタクリレート、ウレタ
ンアクリレートから選ばれる１種以上であることが好ましい。



(6) JP 5877708 B2 2016.3.8

10

20

30

40

50

【００１５】
　本発明にかかる塗布液は、(i)界面活性剤で処理された金属酸化物微粒子(A)と、(ii)疎
水性マトリックス形成成分と有機分散媒とからなり、界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A
)の平均粒子径（ＤA）が３０～１５０ｎｍの範囲にあることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明では、基材と、基材上に形成された界面活性剤で処理された金属酸化物微粒子と
疎水性マトリックス成分とからなるハードコート膜とからなり、界面活性剤で処理された
金属酸化物微粒子が該ハードコート膜表面に偏在して凸部を形成して存在しているために
アンチブロッキング性に優れ、同時に耐擦傷性、透明性、ヘーズ等に優れたハードコート
膜付基材を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】ハードコート膜の厚さを定義の概略図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、まず、本発明を実施するための形態について説明する。
［ハードコート膜付基材］
　本発明に係るハードコート膜付基材は、基材と、基材上に形成されたハードコート膜か
らなり、ハードコート膜表面に凸部を有し、該凸部の高さ（Ｈ凸）が１０～２００ｎｍの
範囲にあることを特徴としている。
【００１９】
　基材
　本発明に用いる基材としては、従来公知のガラス、ポリカーボネート、アクリル樹脂、
ＰＥＴ、ＴＡＣ等のプラスチックシート、プラスチックフィルム等、プラスチックパネル
等を用いることができるが、なかでも屈折率が低く耐アルカリ性を要求されるトリアセチ
ルセルロース（ＴＡＣ）基材、ＰＥＴ等ポリオレフィン系樹脂基材、ポリビニルアルコー
ル系樹脂基材、ポリエーテルスルフォン系樹脂機材等が好適に用いられる。
　基材の厚さとしては、２０～５００μｍの範囲にあることが望ましい。また、必要に応
じて、巻回されて使用されることもある。
【００２０】
　ハードコート膜
　ハードコート膜は、(i)界面活性剤で処理された金属酸化物微粒子(A)と、(ii)疎水性マ
トリックス成分とから構成される。このように界面活性剤で処理された金属酸化物微粒子
(A)と疎水性マトリックス成分とから構成することによって、界面活性剤で処理された金
属酸化物粒子(A)が、表面に偏在し、かつその一部がハードコート表面に露出して凸部を
構成する。
【００２１】
 (i) 界面活性剤で処理された金属酸化物微粒子(A)
　ハードコート膜中の界面活性剤で処理された金属酸化物微粒子(A)は、ハードコート膜
中に均一に分散せずに、凸部を形成している。
【００２２】
　このため、ハードコート膜は優れたアンチブロッキング性を発揮する。なお、アンチブ
ロッキング性とは、一般的に樹脂フィルム等の製造時あるいは使用時に、樹脂フィルムを
重ね合わせた場合（ブロッキングさせた場合）、引き剥がすことが困難な程度に互いに密
着したり、特有の模様が生じることがあり、このときの密着性を緩和する性質をいう。
【００２３】
　金属酸化物微粒子(A)の平均粒子径は３０～１５０ｎｍ、さらには４０～１２０ｎｍの
範囲にあることが好ましい。平均粒子径は凸部の大きさと関連し、この範囲の粒子径のも
のであれば、所定の凸部を形成し、アンチブロッキング性に寄与する。
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【００２４】
　金属酸化物微粒子(A)が小さいと、凸部の高さ（Ｈ凸）が不十分となり、充分なアンチ
ブロッキング性が得られない場合がある。また、平均粒子径が小さいほど微粒子が凝集す
る場合があり、ハードコート膜のヘーズが悪化したり、透明性が低下する場合がある。
平均粒子径が大きすぎても、粒子が形成する凸部で光散乱を生じたり、透明性が低下する
場合があり、さらに摩擦等によりハードコート膜が損傷する場合がある。
【００２５】
　なお、本願出願人は特許文献５、特許文献６において、金属酸化物粒子と疎水性有機樹
脂マトリックス成分を用いると互いに相溶しにくく混和性が低いことから、親水性金属酸
化物粒子が膜の表面に偏在し、アンチブロッキング性を発現することを開示しているが、
このとき金属酸化物粒子が凝集する場合があった。このため、耐擦傷性、透明性等が不充
分となる場合があった。
【００２６】
　本願の界面活性剤で処理された金属酸化物微粒子(A)は金属酸化物粒子の親水性を界面
活性剤が適度に抑制するためか、後述する疎水性マトリックス成分へ凝集することなく分
散し、塗布液を塗布、乾燥時に界面活性剤で処理された金属酸化物微粒子(A)が凝集する
ことなく膜表面に浮上するとともに凸部を形成し、アンチブロッキング性を発現するとと
もに耐擦傷性、透明性等に優れたハードコート膜が得られると考えられる。
【００２７】
　本発明の平均粒子径は、透過型電子顕微鏡写真（ＴＥＭ）を撮影し、１００個の粒子に
ついて粒子径を測定し、平均値として求めることができる。
　金属酸化物微粒子(A)としては、シリカ、アルミナ、ジルコニア、酸化チタン、五酸化
アンチモン、ボリア、アンチモンドープ酸化錫、リンドープ酸化錫、スズドープ酸化イン
ジウムからなる群から選ばれる少なくとも1種、または2種以上からなる複合酸化物が好ま
しい。界面活性剤で処理された金属酸化物微粒子(A)は疎水性マトリックス成分と混和性(
親和性)が低いので、マトリックス中に均一に分散することなく、透明被膜表面に所定の
凸部を形成できる。
【００２８】
　とくに、シリカを主成分とする粒子は、球状粒子が得られやすいこと、透明性に優れて
いること等の理由から好適に用いることができる。なお、シリカを主成分とする粒子とは
少なくとも粒子中のシリカ含有量が５０重量％以上の粒子を意味している。
【００２９】
　本発明に用いる金属酸化物微粒子としては、前記範囲の平均粒子径を有していれば特に
制限はないが、例えば、本願出願人の出願による特開６１－１６８５２８号公報、特開６
２－２７５００５号公報、特開６１－１６８５０３号公報、特開６１－１６８５２０号公
報、特開６１－１７４１０３号公報等に開示したシリカ粒子、チタニア粒子、複合酸化物
粒子等の製造方法に準じて製造することができる。
【００３０】
　表面処理に用いる界面活性剤としては、陽イオン性界面活性剤、陰イオン性界面活性剤
、両イオン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤から選ばれる少なくとも１種が挙げられ
る。なかでも陽イオン性界面活性剤、陰イオン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤が好
ましい。
【００３１】
　特にエチレンオキサイド変性骨格を有する界面活性剤は、金属酸化物微粒子(A)との親
和性を有し、かつ、界面活性剤で処理された金属酸化物微粒子(A)はマトリックス成分へ
の分散性を調整できる（表面に凸部を形成できるように）ことから好ましい。
【００３２】
　このようなエチレンオキサイド変性骨格を有する界面活性剤として、具体的には、陽イ
オン性界面活性剤としては、オクチルジメチルエチルアンモニウムエチルサルフェート、
ラウリルジメチルエチルアンモニウムエチルサルフェート、バルミチルジメチルエチルア
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ンモニウムエチルサルフェート、ステアリルジメチルヒドロキシエチルアンモニウムパラ
トルエンスルホネート等が挙げられる。
【００３３】
　陰イオン性界面活性剤としては、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸塩、ポリ
オキシアルキレンアルキルエーテルリン酸エステル、ポリオキシアルキレンアルキルフェ
ニルエーテルリン酸エステル、ポリオキシエチレントリデシルエーテルリン酸エステル、
ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸エステル、ポリオキシエチレンアルキルエー
テルリン酸エステルモノエタノールアミン塩、ポリオキシエチレンラウリルエーテルリン
酸エステル、ポリオキシエチレントリラウリルエーテルリン酸エステルモノエタノールア
ミン塩、ポリオキシエチレンスチレン化フェニルエーテルリン酸エステル、ポリオキシエ
チレンラウリルエーテル酢酸ナトリウム、ポリオキシエチレンスルホコハク酸ラウリルニ
ナトリウム、ポリオキシエチレンアルキルスルホコハク酸ニナトリウム、ポリオキシスチ
レン化フェニルエーテル硫酸アンモニウム、ポリエキシアルキレン分岐デシルエーテル硫
酸ナトリウム、ポリオキシエチレンイソデシルエーテル硫酸アンモニウム、ポリオキシエ
チレントリデシルエーテル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸ナ
トリウム、ポリオキシエチレンラウリルエーテル硫酸アンモニウム、ポリオキシエチレン
アルキルエーテル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチレンオレイルセチルエーテル硫酸アン
モニウム、ポリオキシエチレンオレイルセチルエーテル硫酸ナトリウム等が挙げられる。
【００３４】
　非イオン性界面活性剤としては、ポリオキシアルキレンデシルエーテル、ポリオキシエ
チレントリデシルエーテル、ポリオキシアルキレントリデシルエーテル、ポリオキシアル
キレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンイソデシルエーテル、ポリオキシアルキレ
ンラウリルエーテル、ポリオキシエチレンスチレン化フェニルエーテル、ポリオキシエチ
レンナフチルエーテル、ポリオキシエチレンフェニルエーテル、ポリオキシエチレンポリ
エキシプロピレングリコール、ポリオキシエチレンラウルルエーテル、ポリオキシエチレ
ンオレイルセチルエーテル、ポリオキシエチレンオレイン酸エステル、ポリエキシエチレ
ンステアリン酸エステル、ポリエキシエチレンソルビタンモノココエート、ポリオキシエ
チレンソルビタンモノステアレート、ポリオキシエチレンソルビタンモノオレート、イソ
ステアリン酸ポリオキシエチレングリセリル、ポリオキシエチレンアルキルアミン等が挙
げられる。
【００３５】
　エチレンオキサイド変性骨格を有する界面活性剤の市販品としては、エチレンオキサイ
ド変性骨格を有する陽イオン性界面活性剤としては、オクチルジメチルアンモニウムエチ
ルサルフェート（第一工業製薬（株）製：カチオーゲンＥＳ-Ｏ）、ステアリルジメチル
ヒドロキシエチルアンモニウムパラトルエンスルホネート（第一工業製薬（株）製：カチ
オーゲンＤ２）等が挙げられる。
【００３６】
　エチレンオキサイド変性骨格を有する陰イオン性界面活性剤としては、ポリオキシアル
キレンアルキルフェニルエーテルリン酸エステル（第一工業製薬（株）製：プライサーフ
Ａ－２１２Ｅ、またはプライサーフＡ－２１７Ｅ）、ポリオキシエチレントリデシルエー
テル硫酸ナトリウム（第一工業製薬（株）製：ハイテノール３３０Ｔ）、ポリオキシエチ
レンアルキル（Ｃ８）エーテルリン酸エステル（第一工業製薬（株）製：プライサーフＡ
－２０８Ｆ）、ポリオキシアルキレンスチレン化フェニルエーテルリン酸エステル（第一
工業製薬（株）製：プライサーフＡＬ）等が挙げられる。
【００３７】
　エチレンオキサイド変性骨格を有する非イオン性界面活性剤としては、ポリオキシエチ
レントリデシルエーテル（第一工業製薬（株）製：ノイゲンＴＤＳ－８０）、ポリオキシ
エチレンソルビタンモノステアレート（第一工業製薬（株）製：ソルゲンＴＷ－６０）等
が挙げられる。
【００３８】
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　界面活性剤の処理量は、平均粒子径によっても異なるが、該微粒子（A）に対して２～
３０重量％、さらには３～２５重量％の範囲にあることが好ましい。
　界面活性剤の処理量が少ないと、後述するマトリックス形成成分、分散媒への分散性、
混和性が低すぎ、塗布液において凝集するとともに、膜表面で凝集した粒子により凸部を
形成、耐擦り傷性、透明性が低下するとともに充分なアンチブロッキング性が得られない
場合がある。界面活性剤の処理量が多すぎても、フリーの界面活性剤が増加しハードコー
ト膜の硬度、耐擦傷性等が不充分となる場合がある。
【００３９】
　界面活性剤による処理は、溶媒に金属酸化物微粒子(A)を分散させ、これに所定量の界
面活性剤を添加し、界面活性剤を金属酸化物微粒子(A)に吸着させることによって調製す
ることができる。なお、界面活性剤は予め溶媒に溶解して用いることもできる。
【００４０】
　ハードコート膜中の界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A)の含有量は、ハードコート膜
の膜厚によっても異なるが、固形分として０．０１～２０重量％、さらには０．１～１５
重量％の範囲にあることが好ましい。ハードコート膜中の界面活性剤処理金属酸化物微粒
子(A)の含有量が前記範囲より少ないと、ハードコート膜表面に形成される凸部の密度が
低いために充分なアンチブロッキング性が得られない場合がある。ハードコート膜中の界
面活性剤処理金属酸化物微粒子(A)の含有量が前記範囲より多いと、膜表面に形成される
凸部が過剰となるとともに、膜表面近傍にも金属酸化物微粒子(A)が存在するようになる
ためか、膜強度、耐擦傷性、透明性、ヘーズ等が悪化する場合がある。
【００４１】
　このような界面活性剤で処理されることによって、疎水性マトリックス成分との親和性
が低くなり、ハードコート膜表面に、微粒子（A）が偏在し、その一部が露出して、凸部
となる。なお、微粒子（A）は分離してハードコートから離脱することはなく、また、本
発明で使用される微粒子（A）では、比重が高くても沈降して、ハードコート膜底部（基
材側）に堆積することもない。
【００４２】
　疎水性金属酸化物粒子(B)
　本発明では、さらに疎水性金属酸化物粒子(B)を含んでいることが好ましい。疎水性金
属酸化物粒子(B)はハードコート膜の凸部に直接関与するのではなく、ハードコート膜と
基材との密着性、膜強度、膜硬度等に寄与する。
【００４３】
　疎水性金属酸化物粒子(B)の平均粒子径は５～３００ｎｍ、さらには１０～２００ｎｍ
の範囲にあることが好ましい。疎水性金属酸化物粒子(B)が前記範囲よりも小さいものは
、得ることが困難であり、得られたとしても疎水性マトリックス成分との親和性に拘わら
ず凝集する傾向がある。疎水性金属酸化物粒子(B)の平均粒子径が大きすぎると、基材と
の密着性が不充分となったり、ハードコート膜の透明性が不充分となる場合がある。
【００４４】
　このような疎水性金属酸化物粒子(B)としては、平均粒子径が前記範囲にあり、下記式(
1)で表される有機ケイ素化合物で表面処理されたものが使用される。なお金属酸化物粒子
としては、平均粒子径の範囲が異なる以外は金属酸化物粒子(A)と同様の粒子が用いられ
る。
【００４５】
　かかる疎水性金属酸化物粒子(B)は、下記式(1)で表される有機ケイ素化合物で表面処理
されている。
　　　　　Ｒn-ＳiＸ4-n                （１）
（但し、式中、Ｒは炭素数１～１０の非置換または置換炭化水素基であって、互いに同一
であっても異なっていてもよい。Ｘ：炭素数１～４のアルコキシ基、水酸基、ハロゲン、
水素、ｎ：１～３の整数）
【００４６】
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　かかる有機ケイ素化合物は、少なくも１個の炭化水素基を有するため、粒子(B)に疎水
性を付与し、疎水性マトリックス成分との親和性を高める。これによって、マトリックス
中に疎水性金属酸化物粒子(B)は偏在させることなく分散している。ハードコート膜に目
的の特性、たとえば、基材との密着性、耐擦傷性等が付与できる。
【００４７】
　このような式（１）で表される有機珪素化合物としてはメチルトリメトキシシラン、ジ
メチルジメトキシシラン、フェニルトリメトキシシラン、ジフェニルジメトキシシラン、
メチルトリエトキシシラン、ジメチルジエトキシシラン、フェニルトリエトキシシラン、
ジフェニルジエトキシシラン、イソブチルトリメトキシシラン、ビニルトリメトキシシラ
ン、ビニルトリエトキシシラン、ビニルトリス（βメトキシエトキシ）シラン、3,3,3－
トリフルオロプロピルトリメトキシシラン、メチル-3,3,3－トリフルオロプロピルジメト
キシシラン、β－（3,4-エポキシシクロヘキシル）エチルトリメトキシシラン、γ-グリ
シドキシメチルトリメトキシシラン、γ-グリシドキシメチルトリエキシシラン、γ-グリ
シドキシエチルトリメトキシシラン、γ-グリシドキシエチルトリエトキシシラン、γ-グ
リシドキシプロピルトリメトキシシラン、γ-グリシドキシプロピルトリメトキシシラン
、γ-グリシドキシプロピルトリエトキシシラン、γ-グリシドキシプロピルトリエトキシ
シラン、γ－（β－グリシドキシエトキシ）プロピルトリメトキシシラン、γ-（メタ）
アクリロオキシメチルトリメトキシシラン、γ-（メタ）アクリロオキシメチルトリエキ
シシラン、γ-（メタ）アクリロオキシエチルトリメトキシシラン、γ-（メタ）アクリロ
オキシエチルトリエトキシシラン、γ-（メタ）アクリロオキシプロピルトリメトキシシ
ラン、γ-（メタ）アクリロオキシプロピルトリメトキシシラン、γ-（メタ）アクリロオ
キシプロピルトリエトキシシラン、γ-（メタ）アクリロオキシプロピルトリエトキシシ
ラン、ブチルトリメトキシシラン、イソブチルトリエトキシシラン、ヘキシルトリエトキ
シシラオクチルトリエトキシシラン、デシルトリエトキシシラン、ブチルトリエトキシシ
ラン、イソブチルトリエトキシシラン、ヘキシルトリエトキシシラン、オクチルトリエト
キシシラン、デシルトリエトキシシラン、3-ウレイドイソプロピルプロピルトリエトキシ
シラン、パーフルオロオクチルエチルトリメトキシシラン、パーフルオロオクチルエチル
トリエトキシシラン、パーフルオロオクチルエチルトリイソプロポキシシラン、トリフル
オロプロピルトリメトキシシラン、Ｎ－β（アミノエチル）γ-アミノプロピルメチルジ
メトキシシラン、Ｎ－β（アミノエチル）γ-アミノプロピルトリメトキシシラン、Ｎ-フ
ェニル-γ-アミノプロピルトリメトキシシラン、γ-メルカプトプロピルトリメトキシシ
ラン、トリメチルシラノール、メチルトリクロロシラン等が挙げられる。
【００４８】
　疎水性金属酸化物粒子(B)の表面処理は、従来公知の方法を採用することができ、例え
ば、金属酸化物粒子(B)のアルコール分散液に前記有機ケイ素化合物を所定量加え、これ
に水を加え、必要に応じて有機ケイ素化合物の加水分解用触媒として酸またはアルカリを
加え、有機ケイ素化合物を加水分解する。
【００４９】
　この時の有機ケイ素化合物の使用量は金属酸化物粒子(B)の粒子径にもよるが、Ｒn-Ｓi
Ｏ(4-n)/2として金属酸化物粒子(B)の２～５０重量％、さらには５～２０重量％の範囲に
あることが望ましい。
【００５０】
　ハードコート膜中に、疎水性金属酸化物粒子(B)を含む場合、その含有量は１～８０重
量％、さらには２～６０重量％の範囲にあることが好ましい。ハードコート膜中の疎水性
金属酸化物粒子(B)の含有量が少ないと、ハードコート膜の硬度が不充分であったり、耐
擦傷性が不充分となることがある。ハードコート膜中の疎水性金属酸化物粒子(B)の含有
量が多すぎても、ヘーズが高くなったり、疎水性マトリックス成分に対し多すぎるために
、基材との密着性、耐擦傷性、スクラッチ強度、鉛筆硬度等に優れたハードコート膜を得
ることが困難となる場合がある。
【００５１】
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　疎水性マトリックス成分
　ハードコート膜に含まれている疎水性マトリックス成分としては、通常、疎水性有機樹
脂マトリックス成分が用いられる。
【００５２】
　かかる疎水性有機樹脂マトリックス成分として、具体的には塗料用樹脂として公知の熱
硬化性樹脂、熱可塑性樹脂等のいずれも採用することができる。たとえば、従来から用い
られているポリエステル樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリアミド樹脂、ポリフェニレン
オキサイド樹脂、熱可塑性アクリル樹脂、塩化ビニル樹脂、フッ素樹脂、酢酸ビニル樹脂
、シリコーンゴムなどの熱可塑性樹脂、ウレタン樹脂、メラミン樹脂、ケイ素樹脂、ブチ
ラール樹脂、反応性シリコーン樹脂、フェノール樹脂、エポキシ樹脂、不飽和ポリエステ
ル樹脂、熱硬化性アクリル樹脂などの熱硬化性樹脂などが挙げられる。さらにはこれら樹
脂の２種以上の共重合体や変性体であってもよい。
【００５３】
　さらに、熱硬化性樹脂の場合、紫外線硬化型のものであっても、電子線硬化型のもので
あってもよく、熱硬化性樹脂の場合、硬化触媒が含まれていてもよい。
　このうち、疎水性官能基を有するものが好ましい。さらに具体的には、ペンタエリスリ
トールトリアクリレート、ペンタエリスリトールテトラアクリレート、トリメチロールプ
ロパントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラアクリレート、ジトリメ
チロールプロパンテトラ（メタ）アクリレート、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレ
ート、メチルメタクリレート、エチルメタクリレート、ブチルメタクリレート、イソブチ
ルメタクリレート、２－エチルヘキシルメタクリレート、イソデシルメタクリレート、n-
ラウリルアクリレート、ｎ－ステアリルアクリレート、１，６－ヘキサンジオールジメタ
クリレート、パーフルオロオクチルエチルメタクリレート、トリフロロエチルメタクリレ
ート、ウレタンアクリレート等およびこれらの混合物が好適に用いられる。
【００５４】
　このような疎水性有機樹脂マトリックス成分を用いると、前記した界面活性剤で処理し
た金属酸化物粒子(A)はハードコート膜表面に凸部を形成して存在してアンチブロッキン
グ性を発揮し、必要に応じて用いる前記した疎水性金属酸化物粒子(B)は凝集することな
くハードコート膜中に均一に分散し、撥水性を有しているために耐水性に優れ、指紋付着
性もなく、基材との密着性、硬度、耐擦傷性等に優れたハードコート膜付基材が得られる
。
【００５５】
　ハードコート膜中の疎水性マトリックス成分の含有量は８０～９９．９９重量％、さら
には９０～９９．９重量％の範囲にあることが好ましい。ハードコート膜中の疎水性マト
リックス成分の含有量が前記範囲にない場合は、基材との密着性、硬度、耐擦傷性等が不
充分となることがある。
　疎水性金属酸化物粒子(B)を含む場合、より望ましくは１０～９８．９重量％、さらに
は、２０～７０重量％の範囲にあることが望ましい。
【００５６】
ハードコート膜の凸部の高さ　
　前記凸部の高さ（Ｈ凸）は、使用される金属酸化物粒子(A)の大きさによるが、１０～
２００ｎｍ、さらには２０～１５０ｎｍの範囲にあることが好ましい。なお、実質的には
、露出した金属酸化物粒子(A)の部分がこの凸部に相当する。露出度は、処理された界面
活性剤と、疎水性マトリックス成分との親和性によるが、半分程度が露出する場合もある
がそれよりも少ない場合もある。
【００５７】
　凸部の高さ（Ｈ凸）が小さすぎると、充分なアンチブロッキング性が得られず、ハード
コート膜付基材を積層した場合に、ハードコート膜付基材を一枚毎に剥離出来ない場合が
ある。凸部の高さ（Ｈ凸）が大きすぎても、光の散乱によりヘーズが発生し、ハードコー
ト膜の透明性が損なわれる場合がある。
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　なお、本発明でハードコート膜の厚さは、図１に示されるように、粒子の凸部の高さを
考慮しない厚さとする。
【００５８】
　本発明では、ハードコート膜の厚さは、ハードコート膜の垂直断面の透過型電子顕微鏡
写真（ＴＥＭ）を撮影して測定する。また、凸部の高さ（Ｈ凸）は原子間力顕微鏡（ＡＭ
Ｆ）（日本ビーコー（株）製：ナノスコープスリー、Ｄ３１００／Ｐ）で測定し、Ｒａ値
で示される。
　このようなハードコート膜の屈折率は基材の屈折率との差が０．３以下、さらには０．
２以下であることが好ましい。ハードコート膜の屈折率は成分の屈折率とその量比から計
算で求められる。
　ハードコート膜の屈折率と基材の屈折率との差が大きいと干渉縞を生じる問題がある。
【００５９】
ハードコート膜の形成
　ハードコート膜の厚さは０.５～２０μｍ、さらには１～１５μｍの範囲にあることが
好ましい。ハードコート膜の厚さが前記範囲の下限未満の場合は、ハードコート膜が薄い
ためにハードコート膜表面に加わる応力を充分吸収することがでないために、ハードコー
ト機能が不充分となる。ハードコート膜の厚さが前記範囲の上限を越えると、膜の厚さが
均一になるように塗布したり、均一に乾燥することが困難となり、さらに収縮が大きくな
るのでカーリング（ハードコート膜付基材が湾曲）が生じることがある。また、膜厚が厚
すぎて透明性が不充分となることがある。
　このようなハードコート膜は、後述する本発明に係るハードコート膜形成用塗布液を塗
布、乾燥、硬化することによって形成することができる。
【００６０】
[ハードコート膜形成用塗布液]
　本発明に係るハードコート膜形成用塗布液は、前記界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A
)と疎水性マトリックス形成成分と有機分散媒とからなる。また必要に応じて、前記疎水
性金属酸化物粒子(B)を含んでいても良い。
【００６１】
　塗布ができる程度であればハードコート膜形成用塗布液の固形濃度は、特に制限されな
いが、通常全固形分として１～６０重量％、さらには２～４０重量％の範囲に調整される
ことが望ましい。固形分濃度が低い場合は、１回の塗布で所望の膜厚のハードコート膜を
得ることが困難な場合があり、また、繰り返し塗布、乾燥を繰り返すと、所定の凸部が形
成できないことがある。また、固形分濃度が高すぎると、塗布液の粘度が高くなり、塗布
性が低下したり、得られるハードコート膜のヘーズが高くなったり、耐擦傷性が不充分と
なる場合がある。
【００６２】
　塗布液中の界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A)の濃度は、最終的に形成されるハード
コート膜中の親水性金属酸化物微粒子(A)の含有量が前記したように０．１～２０重量％
、好ましくは０．２～１０重量％となるように調整される。
【００６３】
　塗布液中の界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A)濃度は、固形分として０．０００１～
１２重量％、さらには０．００１～６重量％の範囲にあることが好ましい。また、疎水性
金属酸化物微粒子(B)の濃度は、得られるハードコート膜中の疎水性金属酸化物微粒子(B)
の含有量が前記したように１～８０重量％、好ましくは２～６０重量％となるように調整
され、固形分として０．０１～４８重量％、さらには０．０２～３６重量％の範囲にある
ことが好ましい。
【００６４】
　疎水性マトリックス形成成分としては、前記した疎水性マトリックス成分を構成するも
のが用いられる。なお、熱可塑性樹脂の場合、疎水性マトリックス形成成分はそのまま疎
水性マトリックス成分となるが、硬化性樹脂の場合、疎水性マトリックス形成成分が反応
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ないし重合して疎水性マトリックス成分となる。
【００６５】
　ハードコート膜形成用塗布液中の疎水性マトリックス形成成分の濃度は、樹脂を固形分
として０．１～５８重量％、さらには０．２～４８重量％の範囲にあることが好ましい。
　ハードコート膜形成用塗布液中の疎水性マトリックス形成成分が少なければ基材との密
着性、硬度、耐擦傷性等が不充分となることがあり、多すぎても得られるハードコート膜
の厚さが不均一になる傾向がある。
【００６６】
　本発明に用いる有機分散媒としては前記疎水性マトリックス形成成分、必要に応じて用
いる重合開始剤を溶解あるいは分散できるとともに、前記界面活性剤処理金属酸化物微粒
子(A)が分散し、必要に応じて用いる疎水性金属酸化物微粒子(B)を均一に分散することが
できれば特に制限はなく、従来公知の溶媒を用いることができる。具体的には、メタノー
ル、エタノール、プロパノール、2-プロパノール（ＩＰＡ）、ブタノール、ジアセトンア
ルコール、フルフリルアルコール、テトラヒドロフルフリルアルコール、エチレングリコ
ール、ヘキシレングリコール、イソプロピルグリコールなどのアルコール類；酢酸メチル
エステル、酢酸エチルエステル、酢酸ブチルなどのエステル類；ジエチルエーテル、エチ
レングリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、エチレン
グリコールモノブチルエーテル、エチレングリコールイソプルピルエーテル、ジエチレン
グリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールモノエチルエーテル、プロピレン
グリコールモノメチルエーテル、プルピレングリコールモノエチルエーテル（ＰＧＭＥ）
などのエーテル類；アセトン、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、ブチルメ
チルケトン、シクロヘキサノン、メチルシクロヘキサノン、ジプロピルケトン、メチルペ
ンチルケトン、ジイソブチルケトン、イソホロン、アセチルアセトン、アセト酢酸エステ
ルなどのケトン類、トルエン、キシレン等が挙げられる。これらは単独で使用してもよく
、また２種以上混合して使用することもできる。
【００６７】
　また塗布液には、シリコーン系レベリング剤、重合開始剤などを添加してもよい。
　このような塗布液をディップ法、スプレー法、スピナー法、ロールコート法等の周知の
方法で前記した基材に塗布し、乾燥し、加熱処理、紫外線照射等によって硬化させること
によってハードコート膜を形成することができる。
【００６８】
　[実施例]
　以下、実施例により本発明をさらに具体的に説明するが、本発明はこれらの実施例によ
り限定されるものではない。
【００６９】
[実施例1]
　界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A1)の調製
シリカゾル（日揮触媒化成(株)製：ＥＬＣＯＭ　Ｖ－８９０１、平均粒子径１２０ｎｍ、
ＳiＯ2濃度２０．５重量％）の金属酸化物粒子(A1)メタノール分散液（１００）ｇに陰イ
オン界面活性剤（第一工業製薬（株）製：プライサーフＡ２１２Ｅ）２．０５ｇを混合し
、２０時間撹拌して固形分濃度２２．１０重量％の界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A1)
メタノール分散液を調製した。
　界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A1)の平均粒子径および屈折率を測定し、結果を表１
に示す。
【００７０】
　粒子の屈折率の測定方法
（１）分散液をエバポレーターに採り、分散媒を蒸発させる。
（２）これを１２０℃で乾燥し、粉末とする。
（３）屈折率が既知の標準屈折液を２、３滴ガラス板上に滴下し、これに上記粉末を混合
する。
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（４）上記（３）の操作を種々の標準屈折液で行い、混合液が透明になったときの標準屈
折液の屈折率を微粒子の屈折率とする。
【００７１】
ハードコート膜形成用塗布液(1)の調製
　濃度２２．１０重量％の界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A1)メタノール分散液１８．
１０ｇと、アクリル樹脂（共栄社化学社（株）製：ＤＰＥ－６Ａ）３６.００ｇと、シリ
コーン系レベリング剤（楠本化成（株）製；ディスパロン１７１１）０．２０ｇと光重合
開始剤（チバジャパン（株））製：イルガキュア１８４）２．１６ｇとＰＧＭＥ４３．５
４ｇを充分に混合して固形分濃度４０．０重量％のハードコート膜形成用塗布液(1)を調
製した。
【００７２】
ハードコート膜付基材(1)の製造
　ハードコート膜処理前の基材およびハードコート膜組成を表１に示す。
　ハードコート膜形成用塗布液（1）を、両面易接着層付きＰＥＴフィルム（東レ株式会
社製ルミラー＃１８８－Ｕ４８（厚さ：１８８μｍ、屈折率：１．５１））にバーコータ
ー法（＃４）で塗布し、８０℃で１２０秒間乾燥した後、３００ｍＪ／ｃｍ2の紫外線を
照射して硬化させてハードコート膜付基材(1)を製造した。このときのハードコート膜の
厚さは５μｍであった。
　得られたハードコート膜の全光線透過率およびヘーズをヘーズメーター（スガ試験機（
株）製）により測定した。ハードコート膜の屈折率は、界面活性剤処理金属酸化物微粒子
(A1)、マトリックス成分の各屈折率を含有量に応じて、計算によって求めた。
　さらに、凸部の高さ、耐擦傷性、鉛筆硬度およびアンチブロッキング性を評価、干渉縞
を観察した結果を表２に示す。
【００７３】
凸部の高さ
凸部の高さ（Ｈ凸）は、原子間力顕微鏡（ＡＭＦ）（日本ビーコー（株）製：ナノスコー
プスリー、Ｄ３１００／Ｐ）で測定した。
【００７４】
アンチブロッキング性
　ハードコート膜付基材（1）の一部を２枚に切断し、一方のハードコート膜付基材（基
材＋ハードコート膜）の上に他方のハードコート膜付基材（基材＋ハードコート膜）を重
ね合わせ、１ｃｍ2当たり１０ｋｇの加重が掛かるように重りを載せ、２４時間放置した
後の剥離の難易度を下記の基準で評価した。
　剥離が極めて容易である　　　　：◎
　剥離が容易にできる　　　　　  ：○
　剥離がやや困難である　　　　  ：△
　剥離ができないか、困難である　：×
【００７５】
耐擦傷性の測定
　＃００００スチールウールを用い、荷重１ｋｇ／ｃｍ2で３０回摺動し、膜の表面を目
視観察し、以下の基準で評価し、結果を表に示した。
　評価基準：
　筋条の傷が認められない　　　　：◎
　筋条の傷が僅かに認められる　　：○
　筋条の傷が多数認められる　　　：△
　面が全体的に削られている　　　：×
【００７６】
鉛筆硬度の測定
　ＪＩＳ－Ｋ－５６００に準じて鉛筆硬度試験器により測定した。
干渉縞
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　ハードコート膜付基材（1）の背景を黒にした状態で蛍光灯の光を透明被膜表面で反射
させ、光の干渉による虹模様の発生を目視観察し、以下の基準で評価した。
　虹模様が全く認められない　　　：◎
　虹模様がわずかに認められる　　：○
　虹模様が明らかに認められる　　：△
　虹模様が鮮明に認められる　　　：×
【００７７】
 [実施例２]  
疎水性金属酸化物粒子(B1)分散液の調製
　シリカゾル（日揮触媒化成(株)製：ＳＩ-３０、平均粒子径１２ｎｍ、ＳiＯ2濃度３０
重量％）６７０ｇにイオン交換樹脂（三菱化学(株)製：ダイヤイオンSK1B）４００ｇを添
加し、８０℃で３時間イオン交換して洗浄を行った。ついで、イオン交換樹脂を除去した
後、分散液を限外濾過膜法によりメタノールに溶媒置換するとともに濃縮して、固形分濃
度２０重量％のシリカ粒子(B1)メタノール分散液を得た。
【００７８】
　ついで、このゾル１００ｇにγ-メタクリロキシプロピルトリメトキシシラン３．０ｇ
（信越シリコ－ン株製：ＫＢＭ－５０３、ＳｉО2成分８１．２％）を加え、５０℃で６
時間加熱撹拌して疎水性金属酸化物粒子（Ｂ１）分散液を得た。
　ついで、ロータリーエバポレーターにてメチルイソブチルケトンに溶媒置換して濃度４
０重量％の疎水性金属酸化物粒子（Ｂ１）分散液を得た。
【００７９】
ハードコート膜形成用塗布液（２）の調製
　濃度２２．１０重量％の界面活性剤処理金属酸化物微粒子（Ａ１）メタノール分散液１
８．１０ｇと、固形分濃度４０．５重量％の疎水性金属酸化物粒子（Ｂ１）分散液２９．
６３ｇと、アクリル樹脂（共栄社化学社（株）製：ＤＰＥ－６Ａ）２４.００ｇと、シリ
コーン系レベリング剤（楠本化成（株）製；ディスパロン１７１１）０．２０ｇと光重合
開始剤（チバジャパン（株））製：イルガキュア１８４）１．４４ｇとＰＧＭＥ２６．６
３ｇを充分に混合して固形分濃度４０．０重量％のハードコート膜形成用塗布液(２)を調
製した。
【００８０】
ハードコート膜付基材(2)の製造
　実施例１において、ハードコート膜形成用塗布液(2)を用いた以外は同様にしてハード
コート膜付基材(2)を製造した。このときのハードコート膜の厚さは５μｍであった。
　得られたハードコート膜の全光線透過率、ヘーズ、屈折率、凸部の高さ、耐擦傷性、鉛
筆硬度、アンチブロッキング性、干渉縞を評価し、結果を表２に示す。
【００８１】
 [実施例３]  
界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A2)の調製
　実施例１において、界面活性剤（第一工業製薬（株）製：プライサーフＡ２１２Ｅ）０
．４１ｇを混合した以外は同様にして固形分濃度２０．８２重量％の界面活性剤処理金属
酸化物微粒子(A2)メタノール分散液を調製した。
　界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A2)の平均粒子径および屈折率を測定し、結果を表１
および２に示す。
【００８２】
ハードコート膜形成用塗布液（３）の調製
　濃度２０．８２重量％の界面活性剤処理金属酸化物微粒子（Ａ２）メタノール分散液１
９．２１ｇと、固形分濃度４０．５重量％の疎水性金属酸化物粒子（Ｂ１）分散液２９．
６３ｇと、アクリル樹脂（共栄社化学社（株）製：ＤＰＥ－６Ａ）２４.０ｇと、シリコ
ーン系レベリング剤（楠本化成（株）製；ディスパロン１７１１）０．２０ｇと光重合開
始剤（チバジャパン（株））製：イルガキュア１８４）１．４４ｇとＰＧＭＥ２５．５２
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ｇを充分に混合して固形分濃度４０．０重量％のハードコート膜形成用塗布液(３)を調製
した。
【００８３】
ハードコート膜付基材(3)の製造
　実施例１において、ハードコート膜形成用塗布液(3)を用いた以外は同様にしてハード
コート膜付基材(3)を製造した。このときのハードコート膜の厚さは５μｍであった。
　得られたハードコート膜の全光線透過率、ヘーズ、屈折率、凸部の高さ、耐擦傷性、鉛
筆硬度、アンチブロッキング性、干渉縞を評価し、結果を表２に示す。
【００８４】
 [実施例４]
界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A3)の調製
　実施例１において、界面活性剤（第一工業製薬（株）製：プライサーフＡ２１２Ｅ）６
．１５ｇを混合した以外は同様にして固形分濃度２５．１１重量％の界面活性剤処理金属
酸化物微粒子(A3) メタノール分散液を調製した。
　界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A3)の平均粒子径および屈折率を測定し、結果を表１
に示す。
【００８５】
ハードコート膜形成用塗布液（４）の調製
　濃度２５．１１重量％の界面活性剤処理金属酸化物微粒子（Ａ３）メタノール分散液１
５．９３ｇと、固形分濃度４０．５重量％の疎水性金属酸化物粒子（Ｂ１）分散液２９．
６３ｇと、アクリル樹脂（共栄社化学社（株）製：ＤＰＥ－６Ａ）２４.０ｇと、シリコ
ーン系レベリング剤（楠本化成（株）製；ディスパロン１７１１）０．２０ｇと光重合開
始剤（チバジャパン（株））製：イルガキュア１８４）１．４４ｇとＰＧＭＥ２８．８０
ｇを充分に混合して固形分濃度４０．０重量％のハードコート膜形成用塗布液(４)を調製
した。
【００８６】
ハードコート膜付基材(4)の製造
　実施例１において、ハードコート膜形成用塗布液(4)を用いた以外は同様にしてハード
コート膜付基材(4)を製造した。このときのハードコート膜の厚さは５μｍであった。
　得られたハードコート膜の全光線透過率、ヘーズ、屈折率、凸部の高さ、耐擦傷性、鉛
筆硬度、アンチブロッキング性、干渉縞を評価し、結果を表２に示す。
【００８７】
[実施例５] 
ハードコート膜形成用塗布液（５）の調製
　濃度２２．１重量％の界面活性剤処理金属酸化物微粒子（Ａ１）メタノール分散液９．
０５ｇと、固形分濃度４０．５重量％の疎水性金属酸化物粒子（Ｂ１）分散液２９．６３
ｇと、アクリル樹脂（共栄社化学社（株）製：ＤＰＥ－６Ａ）２６.０ｇと、シリコーン
系レベリング剤（楠本化成（株）製；ディスパロン１７１１）０．２０ｇと光重合開始剤
（チバジャパン（株））製：イルガキュア１８４）１．５６ｇとＰＧＭＥ３３．５６ｇを
充分に混合して固形分濃度４０．０重量％のハードコート膜形成用塗布液(５)を調製した
。
【００８８】
ハードコート膜付基材(5)の製造
　実施例１において、基材をＰＥＴフィルム（東レ株式会社製ルミラー＃１８８－Ｕ４８
、厚さ：１８８μｍ、屈折率：１．５１）からＴＡＣフィルム（厚さ：８０μｍ、屈折率
：１.４９、基材透過率８８％）に変更し、ハードコート膜形成用塗布液(5)を用いた以外
は同様にしてハードコート膜付基材(5)を製造した。このときのハードコート膜の厚さは
５μｍであった。
　得られたハードコート膜の全光線透過率、ヘーズ、屈折率、凸部の高さ、耐擦傷性、鉛
筆硬度、アンチブロッキング性、干渉縞を評価し、結果を表２に示す。
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【００８９】
[実施例６]
ハードコート膜形成用塗布液（６）の調製
　濃度２２．１０重量％の界面活性剤処理金属酸化物微粒子（Ａ１）メタノール分散液３
６．２０ｇと、固形分濃度４０．５重量％の疎水性金属酸化物粒子（Ｂ１）分散液２９．
６３ｇと、アクリル樹脂（共栄社化学社（株）製：ＤＰＥ－６Ａ）２０.０ｇと、シリコ
ーン系レベリング剤（楠本化成（株）製；ディスパロン１７１１）０．２０ｇと光重合開
始剤（チバジャパン（株））製：イルガキュア１８４）１．２０ｇとＰＧＭＥ１２．７７
ｇを充分に混合して固形分濃度４０．０重量％のハードコート膜形成用塗布液(６)を調製
した。
【００９０】
ハードコート膜付基材(6)の製造
　実施例５において、ハードコート膜形成用塗布液(6)を用いた以外は同様にしてハード
コート膜付基材(6)を製造した。このときのハードコート膜の厚さは５μｍであった。
　得られたハードコート膜の全光線透過率、ヘーズ、屈折率、凸部の高さ、耐擦傷性、鉛
筆硬度、アンチブロッキング性、干渉縞を評価し、結果を表２に示す。
【００９１】
 [実施例７]
界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A4)の調製
　シリカゾル分散液（日揮触媒化成（株）製；ＳＩ－４５Ｐ；平均粒子径４５ｎｍ、Ｓｉ
Ｏ2濃度４０．５重量％）１０００ｇにイオン交換水６０００ｇを加え、ついで陽イオン
交換樹脂（三菱化学（製）：ＳＫ－１ＢＨ）８００ｇを添加し、１時間攪拌して脱アルカ
リ処理した。
【００９２】
　ついで陽イオン交換樹脂を分離した後、陰イオン交換樹脂（三菱化学（製）：ＳＡＮＵ
ＰＣ）４００ｇを添加し、１時間攪拌して脱アニオン処理した。ついで、再び陽イオン交
換樹脂（三菱化学（製）：ＳＫ－１ＢＨ）４００ｇを添加し、１時間攪拌して脱アルカリ
処理してＳｉＯ2濃度５重量％のシリカ粒子（Ａ）分散液を調製した。
　この分散液を、限外濾過膜を用いてメタノールにて溶媒置換して固形分濃度４０重量％
のメタノール分散液を得た。
【００９３】
　固形分濃度４０重量％の金属酸化物粒子(A4)メタノール分散液に界面活性剤（第一工業
製薬（株）製：プライサーフＡ２１２Ｅ）４．０５ｇを混合し、２０時間撹拌して固形分
濃度４２．８２重量％の界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A4)メタノールを調製した。
　界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A4)の平均粒子径および屈折率を測定し、結果を表１
に示す。
【００９４】
ハードコート膜形成用塗布液（７）の調製
　濃度４２．８２重量％の界面活性剤処理金属酸化物微粒子（Ａ４）メタノール分散液９
．３４ｇと、固形分濃度４０．５重量％の疎水性金属酸化物粒子（Ｂ１）分散液２９．６
３ｇと、アクリル樹脂（共栄社化学社（株）製：ＤＰＥ－６Ａ）２４.０ｇと、シリコー
ン系レベリング剤（楠本化成（株）製；ディスパロン１７１１）０．２０ｇと光重合開始
剤（チバジャパン（株））製：イルガキュア１８４）１．４４ｇとＰＧＭＥ３５．３９ｇ
を充分に混合して固形分濃度４０．０重量％のハードコート膜形成用塗布液(７)を調製し
た。
【００９５】
ハードコート膜付基材(7)の製造
　実施例５において、ハードコート膜形成用塗布液(7)を用いた以外は同様にしてハード
コート膜付基材(7)を製造した。このときのハードコート膜の厚さは５μｍであった。
　得られたハードコート膜の全光線透過率、ヘーズ、屈折率、凸部の高さ、耐擦傷性、鉛
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筆硬度、アンチブロッキング性、干渉縞を評価し、結果を表２に示す。
【００９６】
 [実施例８]
界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A5)の調製
　シリカゾル分散液（日揮触媒化成（株）製；ＳＳ－１４０；平均粒子径１４０ｎｍ、Ｓ
ｉＯ2濃度１８．０重量％）１０００ｇにイオン交換水６０００ｇを加え、ついで陽イオ
ン交換樹脂（三菱化学（製）：ＳＫ－１ＢＨ）８００ｇを添加し、１時間攪拌して脱アル
カリ処理した。
【００９７】
　ついで陽イオン交換樹脂を分離した後、陰イオン交換樹脂（三菱化学（製）：ＳＡＮＵ
ＰＣ）４００ｇを添加し、１時間攪拌して脱アニオン処理した。ついで、再び陽イオン交
換樹脂（三菱化学（製）：ＳＫ－１ＢＨ）４００ｇを添加し、１時間攪拌して脱アルカリ
処理してＳｉＯ2濃度５重量％のシリカ粒子（Ｂ）分散液を調製した。この分散液を、限
外濾過膜を用いてメタノールにて溶媒置換して固形分濃度２０重量％のメタノール分散液
を得た。
【００９８】
　固形分濃度２０重量％の金属酸化物粒子(A5メタノール)分散液に界面活性剤（第一工業
製薬（株）製：プライサーフＡ２１２Ｅ）２．０５ｇを混合し、２０時間撹拌して固形分
濃度２２．１０重量％の界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A5)メタノールを調製した。
　界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A5)の平均粒子径および屈折率を測定し、結果を表１
に示す。
【００９９】
ハードコート膜形成用塗布液（８）の調製
　濃度２２．１重量％の界面活性剤処理金属酸化物微粒子（Ａ５）メタノール分散液１８
．１０ｇと、固形分濃度４０．５重量％の疎水性金属酸化物粒子（Ｂ１）分散液２９．６
３ｇと、アクリル樹脂（共栄社化学社（株）製：ＤＰＥ－６Ａ）２４.０ｇと、シリコー
ン系レベリング剤（楠本化成（株）製；ディスパロン１７１１）０．２０ｇと光重合開始
剤（チバジャパン（株））製：イルガキュア１８４）１．４４ｇとＰＧＭＥ２６．６３ｇ
を充分に混合して固形分濃度４０．０重量％のハードコート膜形成用塗布液(８)を調製し
た。
【０１００】
ハードコート膜付基材(8)の製造
　実施例５において、ハードコート膜形成用塗布液(8)を用いた以外は同様にしてハード
コート膜付基材(8)を製造した。このときのハードコート膜の厚さは５μｍであった。
　得られたハードコート膜の全光線透過率、ヘーズ、屈折率、凸部の高さ、耐擦傷性、鉛
筆硬度、アンチブロッキング性、干渉縞を評価し、結果を表２に示す。
【０１０１】
 [実施例９]
界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A6)の調製
　実施例１において、界面活性剤として陰イオン界面活性剤（第一工業製薬（株）製：プ
ライサーフＡ２０８F）２．０５ｇを混合した以外は同様にして、固形分濃度２２．１０
重量％の界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A6)メタノール分散液を調製した。
　界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A6)の平均粒子径および屈折率を測定し、結果を表１
に示す。
【０１０２】
ハードコート膜形成用塗布液（９）の調製
　濃度２２．１０重量％の界面活性剤処理金属酸化物微粒子（Ａ６）メタノール分散液１
８．１０ｇと、固形分濃度４０．５重量％の疎水性金属酸化物粒子（Ｂ１）分散液２９．
６３ｇと、アクリル樹脂（共栄社化学社（株）製：ＤＰＥ－６Ａ）２４.０ｇと、シリコ
ーン系レベリング剤（楠本化成（株）製；ディスパロン１７１１）０．２０ｇと光重合開
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始剤（チバジャパン（株））製：イルガキュア１８４）１．４４ｇとＰＧＭＥ２６．６３
ｇを充分に混合して固形分濃度４０．０重量％のハードコート膜形成用塗布液(９)を調製
した。
【０１０３】
ハードコート膜付基材(9)の製造
　実施例１において、ハードコート膜形成用塗布液(9)を用いた以外は同様にしてハード
コート膜付基材(9)を製造した。このときのハードコート膜の厚さは５μｍであった。
　得られたハードコート膜の全光線透過率、ヘーズ、屈折率、凸部の高さ、耐擦傷性、鉛
筆硬度、アンチブロッキング性、干渉縞を評価し、結果を表２に示す。
【０１０４】
 [実施例１０]
界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A7)の調製
　実施例１において、界面活性剤として陰イオン界面活性剤（第一工業製薬（株）製：プ
ライサーフＡＬ）２．０５ｇを混合した以外は同様にして、固形分濃度２２．１重量％の
界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A7)メタノール分散液を調製した。
　界面活性剤処理金属酸化物微粒子(A7)の平均粒子径および屈折率を測定し、結果を表１
に示す。
【０１０５】
ハードコート膜形成用塗布液（１０）の調製
　濃度２２．１重量％の界面活性剤処理金属酸化物微粒子（Ａ７）メタノール分散液１８
．１０ｇと、固形分濃度４０．５重量％の疎水性金属酸化物粒子（Ｂ１）分散液２９．６
３ｇと、アクリル樹脂（共栄社化学社（株）製：ＤＰＥ－６Ａ）２４.０ｇと、シリコー
ン系レベリング剤（楠本化成（株）製；ディスパロン１７１１）０．２０ｇと光重合開始
剤（チバジャパン（株））製：イルガキュア１８４）１．４４ｇとＰＧＭＥ２６．６３ｇ
を充分に混合して固形分濃度４０．０重量％のハードコート膜形成用塗布液(１０)を調製
した。
【０１０６】
ハードコート膜付基材(10)の製造
　実施例１において、ハードコート膜形成用塗布液(10)を用いた以外は同様にしてハード
コート膜付基材(10)を製造した。このときのハードコート膜の厚さは５μｍであった。
　得られたハードコート膜の全光線透過率、ヘーズ、屈折率、凸部の高さ、耐擦傷性、鉛
筆硬度、アンチブロッキング性、干渉縞を評価し、結果を表２に示す。
【０１０７】
[比較例１] 
ハードコート膜形成用塗布液（Ｒ１）の調製
　シリカゾル（日揮触媒化成(株)製：ＥＬＣＯＭ Ｖ－８９０１、平均粒子径１２０ｎｍ
、ＳiＯ2濃度２０．５重量％）１９．５１ｇと、固形分濃度４０．５重量％の疎水性金属
酸化物粒子（Ｂ１）分散液２９．６３ｇと、アクリル樹脂（共栄社化学社（株）製：ＤＰ
Ｅ－６Ａ）２４.０ｇと、シリコーン系レベリング剤（楠本化成（株）製；ディスパロン
１７１１）０．２０ｇと光重合開始剤（チバジャパン（株））製：イルガキュア１８４）
１．４４ｇとＰＧＭＥ２５．２２ｇを充分に混合して固形分濃度４０．０重量％のハード
コート膜形成用塗布液(R1)を調製した。
【０１０８】
ハードコート膜付基材(R1)の製造
　実施例１において、ハードコート膜形成用塗布液(R1)を用いた以外は同様にしてハード
コート膜付基材(R1)を製造した。このときのハードコート膜の厚さは５μｍであった。
　得られたハードコート膜の全光線透過率、ヘーズ、屈折率、凸部の高さ、耐擦傷性、鉛
筆硬度、アンチブロッキング性、干渉縞を評価し、結果を表２に示す。
【０１０９】
 [比較例２]



(20) JP 5877708 B2 2016.3.8

10

20

30

40

50

界面活性剤処理金属酸化物微粒子(RA2)の調製
　シリカゾル分散液（日揮触媒化成（株）製；ＳI－３０；平均粒子径１２ｎｍ、ＳｉＯ2

濃度４０．５重量％）１０００ｇにイオン交換水６０００ｇを加え、ついで陽イオン交換
樹脂（三菱化学（製）：ＳＫ－１ＢＨ）８００ｇを添加し、１時間攪拌して脱アルカリ処
理した。
【０１１０】
　ついで陽イオン交換樹脂を分離した後、陰イオン交換樹脂（三菱化学（製）：ＳＡＮＵ
ＰＣ）４００ｇを添加し、１時間攪拌して脱アニオン処理した。ついで、再び陽イオン交
換樹脂（三菱化学（製）：ＳＫ－１ＢＨ）４００ｇを添加し、１時間攪拌して脱アルカリ
処理してＳｉＯ2濃度５重量％のシリカ粒子（ＲＡ）分散液を調製した。
【０１１１】
　この分散液を、限外濾過膜を用いてメタノールにて溶媒置換して固形分濃度４０重量％
のメタノール分散液を得た。
ついで、固形分濃度４０．５重量％のメタノール分散液１００ｇに、界面活性剤として陰
イオン界面活性剤（第一工業製薬（株）製：プライサーフＡ２１２Ｅ）４．０５ｇを混合
し、２０時間撹拌して固形分濃度４２．８２重量％の界面活性剤処理金属酸化物微粒子（
ＲＡ２）メタノール分散液を調製した。
　界面活性剤処理金属酸化物微粒子(RA2)の平均粒子径および屈折率を測定し、結果を表
１に示す。
【０１１２】
ハードコート膜形成用塗布液（Ｒ２）の調製
　濃度４２．８２重量％の界面活性剤処理金属酸化物微粒子（ＲＡ２）メタノール分散液
９．３４ｇと、固形分濃度４０．５重量％の疎水性金属酸化物粒子（Ｂ１）分散液２９．
６３ｇと、アクリル樹脂（共栄社化学社（株）製：ＤＰＥ－６Ａ）２４.０ｇと、シリコ
ーン系レベリング剤（楠本化成（株）製；ディスパロン１７１１）０．２０ｇと光重合開
始剤（チバジャパン（株））製：イルガキュア１８４）１．４４ｇとＰＧＭＥ３５．３９
ｇを充分に混合して固形分濃度４０．０重量％のハードコート膜形成用塗布液（Ｒ２）を
調製した。
【０１１３】
ハードコート膜付基材(R2)の製造
　実施例１において、ハードコート膜形成用塗布液(R2)を用いた以外は同様にしてハード
コート膜付基材(R2)を製造した。このときのハードコート膜の厚さは５μｍであった。
　得られたハードコート膜の全光線透過率、ヘーズ、屈折率、凸部の高さ、耐擦傷性、鉛
筆硬度、アンチブロッキング性、干渉縞を評価し、結果を表２に示す。
【０１１４】
 [比較例３]
界面活性剤処理金属酸化物微粒子(RA3)の調製
　シリカゾル分散液（日揮触媒化成（株）製；ＳＳ－５５０；平均粒子径５５０ｎｍ、Ｓ
ｉＯ2濃度１８．００重量％）１０００ｇにイオン交換水６０００ｇを加え、ついで陽イ
オン交換樹脂（三菱化学（製）：ＳＫ－１ＢＨ）８００ｇを添加し、１時間攪拌して脱ア
ルカリ処理した。
【０１１５】
　ついで陽イオン交換樹脂を分離した後、陰イオン交換樹脂（三菱化学（製）：ＳＡＮＵ
ＰＣ）４００ｇを添加し、１時間攪拌して脱アニオン処理した。ついで、再び陽イオン交
換樹脂（三菱化学（製）：ＳＫ－１ＢＨ）４００ｇを添加し、１時間攪拌して脱アルカリ
処理してＳｉＯ2濃度５重量％のシリカ粒子（Ｂ）分散液を調製した。
【０１１６】
　この分散液を、限外濾過膜を用いてメタノールにて溶媒置換して固形分濃度２０重量％
のメタノール分散液を得た。
　固形分濃度２０重量％の金属酸化物粒子(RA3)メタノール分散液１００ｇに界面活性剤
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として陰イオン界面活性剤（第一工業製薬（株）製：プライサーフＡ２１２Ｅ）２．０５
ｇを混合し、２０時間撹拌して固形分濃度２２．１０重量％の界面活性剤処理金属酸化物
微粒子(RA3) メタノール分散液を調製した。
　界面活性剤処理金属酸化物微粒子(RA3)の平均粒子径および屈折率を測定し、結果を表
１に示す。
【０１１７】
ハードコート膜形成用塗布液（Ｒ３）の調製
　濃度２２．１重量％の界面活性剤処理金属酸化物微粒子（ＲＡ３）メタノール分散液１
８．１０ｇと、固形分濃度４０．５重量％の疎水性金属酸化物粒子（Ｂ１）分散液２９．
６３ｇと、アクリル樹脂（共栄社化学社（株）製：ＤＰＥ－６Ａ）２４.０ｇと、シリコ
ーン系レベリング剤（楠本化成（株）製；ディスパロン１７１１）０．２０ｇと光重合開
始剤（チバジャパン（株））製：イルガキュア１８４）１．４４ｇとＰＧＭＥ２６．６３
ｇを充分に混合して固形分濃度４０．０重量％のハードコート膜形成用塗布液(R3)を調製
した
【０１１８】
ハードコート膜付基材(R3)の製造
　実施例１において、ハードコート膜形成用塗布液(R3)を用いた以外は同様にしてハード
コート膜付基材(R3)を製造した。このときのハードコート膜の厚さは５μｍであった。
　得られたハードコート膜の全光線透過率、ヘーズ、屈折率、凸部の高さ、耐擦傷性、鉛
筆硬度、アンチブロッキング性、干渉縞を評価し、結果を表２に示す。
【０１１９】
 [参考例]
界面活性剤処理金属酸化物微粒子(RA4)の調製
　実施例１において、界面活性剤として陰イオン界面活性剤（第一工業製薬（株）製：プ
ライサーフＡ２１２Ｅ）２０．５ｇを混合した以外は同様にして固形分濃度３４．０２重
量％の界面活性剤処理金属酸化物微粒子(RA4) メタノール分散液を調製した。
　界面活性剤処理金属酸化物微粒子(RA4)の平均粒子径および屈折率を測定し、結果を表
１に示す。
【０１２０】
ハードコート膜形成用塗布液（Ｒ４）の調製
　濃度２２．１重量％の界面活性剤処理金属酸化物微粒子（ＲＡ４）メタノール分散液１
１．７６ｇと、固形分濃度４０．５重量％の疎水性金属酸化物粒子（Ｂ１）分散液２９．
６３ｇと、アクリル樹脂（共栄社化学社（株）製：ＤＰＥ－６Ａ）２４.０ｇと、シリコ
ーン系レベリング剤（楠本化成（株）製；ディスパロン１７１１）０．２０ｇと光重合開
始剤（チバジャパン（株））製：イルガキュア１８４）１．４４ｇとＰＧＭＥ３２．９７
ｇを充分に混合して固形分濃度４０．０重量％のハードコート膜形成用塗布液（Ｒ３）を
調製した。
【０１２１】
ハードコート膜付基材(R4)の製造
　実施例１において、ハードコート膜形成用塗布液(R4)を用いた以外は同様にしてハード
コート膜付基材(R4)を製造した。このときのハードコート膜の厚さは５μｍであった。
　得られたハードコート膜の全光線透過率、ヘーズ、屈折率、凸部の高さ、耐擦傷性、鉛
筆硬度、アンチブロッキング性、干渉縞を評価し、結果を表２に示す。
【０１２２】
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【表２】



(24) JP 5877708 B2 2016.3.8

【図１】



(25) JP 5877708 B2 2016.3.8

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ｃ０９Ｃ   1/30     (2006.01)           Ｃ０９Ｃ    1/30     　　　　        　　　　　
   Ｃ０９Ｃ   1/40     (2006.01)           Ｃ０９Ｃ    1/40     　　　　        　　　　　
   Ｃ０９Ｃ   1/36     (2006.01)           Ｃ０９Ｃ    1/36     　　　　        　　　　　
   Ｃ０９Ｃ   3/08     (2006.01)           Ｃ０９Ｃ    3/08     　　　　        　　　　　

    審査官  加賀　直人

(56)参考文献  特開２００５－０３７７３９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１１－１３６４９０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－１３８９８２（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－２８０７６２（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ３２Ｂ　　　３／２６　　　　
              Ｃ０９Ｃ　　　１／３０　　　　
              Ｃ０９Ｃ　　　１／３６　　　　
              Ｃ０９Ｃ　　　１／４０　　　　
              Ｃ０９Ｃ　　　３／０８　　　　
              Ｃ０９Ｄ　　　４／０２　　　　
              Ｃ０９Ｄ　　　５／００　　　　
              Ｃ０９Ｄ　　　７／１２　　　　
              Ｃ０９Ｄ　２０１／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

